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福島の環境放射能の実際と
農産品の安全性
福島第一原子力発電所の事故から間もなく7年。昨年12月にEUが福島県産のコメをはじめ食品の輸入規制を
大幅に解除しました。被災地の復興には環境放射能や農産品への正しい理解が不可欠です。
そこで9月・１１月に開催した講演会をもとに内容を再構成してお届けします。

　私たちは日常生活の中で、宇宙や大地からの放射線による 
外部被ばく、食物（経口摂取）や空気中のラドン（吸入）など自然
由来の放射性物質による内部被ばくで年間平均2.1ミリシー
ベルトを被ばくしています。また、日本では放射線検査で受ける
医療被ばくの割合が顕著です。これは1回の検査あたりの被
ばく量が大きいCT検査が普及していることや胃がん検診で 
上部消化管検査が行われているためです。
　一方、大気圏核実験が行われていた時代に地表に降下し
た人工放射性核種は1963年をピークに減少しましたが、現在
もセシウム137により年間0.01ミリシーベルト程度の被ばくが
あります。
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◆セシウム137の植物への移行

◆身の回りの放射線 年間当たりの被ばく線量の比較

◆セシウム137は土壌の粒子と強く結合する

◆航空機サーベイ結果

◆80km圏内における農業用水の調査地点（n＝54）

自然・人工放射線(環境放射能)による被ばく
　2011年の事故後、放射性物質の中で継続的に農作物へ
の影響が最も心配されたのがセシウム137です。福島大学に
設立された環境放射能研究所では、多くの研究機関と連携
して、その特性や実情について継続的に調査分析し、様々な
事実を解明しました。
　降下したセシウム137は、事故直後には植物の葉から内部
に吸収され、土壌に沈着すると土⇒水⇒根という経路で植物
の体内に吸収されます。ここで重要なのはセシウムが速やか
に土壌に強く吸着し、また、いったん結合すると農作物や地下
水に移行しない特性があることです。そのため表土を剥がす
除染は効果的ですが、ヒマワリなどの植物にセシウム137を吸
収させる除染法は有効ではありません。
　一方、土壌から植物への移行に比べて、農業用水中に粒
子としてではなく溶けて存在している場合には、高い移行率で
あることが分かっています。福島県の圃場面積の約7割が水
田で、灌漑用として約3,700のため池があることから、福島大
学では原発から80km圏の54カ所の農業用水を調査しました。
その結果、2014年4月～10月時点で帰還困難区域を除き、農
業用水からイネへの影響は限定的であることが分かりました。

農業環境と放射性セシウム

　福島大学環境放射能研究所では、広範かつ継続的な調
査から福島県における農作物の放射性セシウム濃度が減少
している理由を次のように分析しています。

　福島県ではコメの全量全袋検査をはじめ農林水産物の放
射性物質のモニタリングを行い、結果をホームページで公開して
います。こうした取り組みが評価され、EU（欧州連合）は2017年
12月1日から福島県産のコメなど10県産の水産物を含む食品
の輸入規制を解除しました。また、福島大学では大熊町と共同
で、帰還困難区域の町内に試験場を設け2012年からコメや野
菜を作付けし、土壌の剥ぎ取り・カリウム肥料の施用・エイジング
対策により放射性セシウムの大幅な低減化を確認しています。

❶時間経過による放射性セシウムの減衰（特にセシウム134は4分の1以下に）
❷畑や水田への「カリウム施用」対策の効果

❸土に強く吸着するため農作物への移行が減少（エイジ
ング効果）
❹風雨などで樹木に付着した放射性物質の溶脱や土壌
の浸食など

農作物中の放射性セシウムの減少理由

　福島の事故では、排気塔からの放出や水素爆発によって
様 な々放射性物質が大気中に排出されました。放射性希ガス

（キセノン133など）と揮発性物質（ヨウ素、セシウムなど）が主で
す。このうち広範囲に影響を及ぼすヨウ素131（半減期8日）と
セシウム134（半減期2.1年）・137（半減期30年）の放出量は、
チェルノブイリ事故の10分の1程度と推定されています。それ
以外の核分裂生成物質（ストロンチウム、バリウム、ランタンな
ど）、核燃料物質や耐熱性材料（ウラン、プルトニウム、ジルコニ
ウム）の放出は少なかったことがわかっています。

　これらの放射性物質は風とともに移動し、雨
によって土壌・川・湖・海、さらに住宅などに降下
しました。中でも半減期が長く農産物や畜産物
に影響が大きいセシウムについては迅速な対
策によって食品の安全性が図られ、住民への
健康影響調査も実施されました。（C-press103
号・108号の特集を参照）また、航空機による観
測は現在も継続的に行われ、環境放射能は物
理的半減期より早い減衰が確認されています。

福島第一原子力発電所事故による環境放射能

特集
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●市町村区分
南相馬市（16）、飯館村（13）、富岡町
（5）、浪江町（5）、双葉町（5）、大熊町
（4）、郡山市、相馬市、伊達市、二本松
市、川内村、楢葉町の54地点

●利用区分
ため池（42）、ダム（2）、河川（10）

採取時期

採取地点

2014/4/7～10/16

●原発からの距離
50km圏内／51地点、20km圏内／27地点

サンプル数 算術平均値 最少値 最大値

懸濁態 （Bq/L）

溶存態 （Bq/L）

54

54

0.67±2.1

0.66±1.2

0.0068

0.0075

ー

ー
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（帰還困難区域）

地表面から
1ｍの高さの
空間線量率
（μSv/h）

凡例 19.0 <
9.5 - 19.0
3.8 - 9.5
1.9 - 3.8
1.0 - 1.9
0.5 - 1.0
0.2 - 0.5
0.1 - 0.2
0.1<＝

地表面から1ｍの高さの
空間線量率（μSv/h）

凡例

19.0 <
9.5 - 19.0
3.8 - 9.5
1.9 - 3.8
1.0 - 1.9
0.5 - 1.0
0.2 - 0.5
0.1 - 0.2
0.1<＝

測定結果が
得られていな
い範囲

※本マップには天然核種
による空間線量率が含
まれています。

出典：原子力規制委員会

出典：山澤弘実氏資料

出典：国連科学委員会（UNSCEAR）2008年報告、（公財）原子力安全研究協会「生活環境放射線」（2011年）

濁りが濃縮された用水からのイネへの移行は限定的

イネ中放射性セシウム濃度が数十ベクレル/kgになる可能性がある

日常生活における被ばく（年間）

世界平均

日本平均

自然放射線 2.4

自然放射線 2.1

1.26

ラドン･トロン

0.48 0.99 3.87

0.29

0 2 線量（ミリシーベルト）4 6

0.39

0.48 0.6

0.3 0.33

食品
宇宙
大地
医療被ばく

葉からの吸収（葉面吸収）

葉の表面⇒植物体内

放射性核種

粘土粒子
拡大断面図

カリウム

セシウム137
0.002mm以下の
土壌粒子

土⇒水⇒根⇒植物体内

植物根

土壌粒子

土壌水

根からの吸収（経根吸収）

コマツナ：0.055/0.054
キュウリ：0.11/0.013

玄米：1.6/0.013

カキ：3.6/0.0086

ニンジン：0.78/0.031

食用菊：0.17/0.044

カボチャ：80/0.31
キャベツ：50/0.21

バレイショ：3.9/0.012

ダイズ：8.8/0.30

空間線量率
2013年11月19日現在

20km

大熊町
（原発から西5km）

全国の農作物の測定値
●セシウム137：不検出～10ベクレル/kg 生 
●ストロンチウム90：不検出～0.91ベクレル/kg 生

セシウム137/ストロンチウム90（ベクレル/kg 生）

◆事故時の被ばく経路
施設内

施設外

従事者・一時立入者

一般住民

海洋・河川・湖沼

地表面

屋外・屋内

水産物

事故

水産業
従事者

水中放出

吸入

大気放出

沈着

沈着

灌漑水

流出

施設からの放射線
（直接と散乱）

外部被ばく

外部被ばく

摂取

水 農産物 畜産物

食品・飲料水

放射性物質

放射性物質

放射性雲 　地表の
放射性物質

外部被ばく
内部
被ばく

内部
被ばく

大気中の
放射性物質

再浮遊

ほ　じょう

かんがい

※カリウムとセシウムはよく似た金属元素で、植物の根に入る際に競合
するなどのため、カリウム施用により、セシウムの吸収を抑制できる。

2013年に収穫された作物中のセシウム137は低い濃度になっていること
が明らかになっています。また、ストロンチウム90についても福島県以外の
都道府県で収穫された作物と同程度で、1950～1960年代に行われ世
界中に拡散した大気圏核実験由来であると考えられます。

◆福島県の農作物中セシウム137 ストロンチウム90濃度（2013年11月）
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